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＜連絡事項＞

· 財団法人十和田済誠会病院より文集「デイ・ナイトケア二十三番館」が送付。各自確認しておく事。

· 11日、13時より本多富美様の退院療養検討会議があり。

＜外来情報＞

· 其田　淑子様～　「首が腫れている。病気ではないか？」と話される。主治医より病的な物ではな

い事を説明受けている。また、痩せるよう助言あり。体重73.5㎏。

· 淡路　智恵子様～「左手首が虫に刺され、骨が痺れる」と話す。デルモベート軟膏処方あり。

· 清川　厚子様～　「頭が痛い、腰が痛い。生理前はあちこち痛いけど、最近生理は終わったば　　

かりだ」と話す。主治医よりもう少し様子をみるよう説明を受けている。

· 浅坂　政美様～　「5/31朝、就寝前薬を服用した為、１包少なくなり昨日就寝前薬を服用しな

かった。昨日一睡もしていない。今日具合が良くないから断酒会、うみねこ幸房、ナイトケアを休みたい」と話される。主治医より、誤薬した際は、すぐに報告するように助言あり。本日、断酒会、うみねこ幸房、ナイトケアを休んでも良いと了承を受けている。

· 繁名　和恵様～　「昨日も戻した（嘔吐）が、今日も戻した。」と話される。食事は3食とも摂取　　　

出来ているとのこと。「喉が痛く日赤からトローチをもらっている」とのこと。

· 植村允二郎様～　 アパートの住人（最近越してきた若い女性）が本人を怖がっていると大家さん
に言われ落ち込んでいるとの事。入院希望の話も聞かれている。
· 矢部　武様　～　新患72歳、アルコール依存症の方。初飲は20歳時以後飲酒継続、2年前、退職　
後は朝から飲酒、食事摂取量も不安定となる。高松病院に2回入院暦あり(昨年の6月と11月)　退院後、断酒を2週間できたが以後、再飲酒する。家族、本人共に入院治療を希望し受診。採血施行し身体面の状況をみてから入院検討する事としている。
・晴山美智子様 ～　 本日、本人・家族・担当医・外来看護・PSW・デイケア・青山荘・青明舎でケア会議実施。6月13日から、週5日デイケア利用していくこととする。6月12日で社会適応訓練事業（クローバーズピア）一時中止予定。

＜社会保障援助＞担当：下平

・浅坂政美様～自立支援医療費更新：保険証・印鑑を持参するよう伝える。

＜利用者様情報＞

· 晴山　美智子様～本日、15：30より旧デイケア室にてケア検討会あり。

· 鈴木　恵美子様～昨日、他メンバーの自宅を掃除する見返りに金銭を受け取っていると情報

あり事実確認の為、面談を実施する。

（本人の言動）「牛乳を持っていったから、その分のお金だけ受け取った。」と話し、長瀬様が近くに来ると「そうだよな？」と強い口調となる。

（長瀬様の反応）鈴木様が「そうだよな？」と話しかけた際、硬い表情と目つきをされる。

（本人の今日の状況）「お母さんに、クソババァ。死んでしまえと言って来た。お母さんその後泣いていた」と普段と表情変わることなく、話される。

　　（今後の対処）～他利用者様に対して～

定期的に面談を行い、約束事（特に金銭面）や対人交流について振り返りを行う。また、必要時に応じて随時、アドバイスしていく。

～母親への言動に対して～

人に言って良い事と悪い事があることを説明し、相手の立場になり考えてみる必要があることを伝えている。

· 田中　正士様～　本日のプログラム「巨大トランプ」時、床に並べられているトランプを跨ぐこと

が出来ず不安定な歩行体勢になるが自ら立て直すこと出来ている。

→引き続き歩行状態を要観察し、場合により一部介助を行っていく。

· 繁名　和恵様～　昼食時、「吐き気がして食事を食べられそうにない」と話されている。数度にわ
　　　　　　　　たり袋内に水溶性の吐物あり。「ご飯食べれません」と話されているが、粥であ
　　　　　　　　れば食べれそうだとのことで、粥食を提供し全量摂取されている。「夜間はぐっ
　　　　　　　　すり眠れているが、お腹に眠気がたまっている」「胃がキリキリ痛む」などの訴
　　　　　　　　え聞かれ、「青山荘に帰って休みたい」と話されている。帰荘後は横にならずに
　　　　　　　　活動して過ごすこと、次回受診時に主治医に胃の調子について話してくるように
　　　　　　　　伝え、早めに帰荘されている。

＜環境整備＞

· 倉庫に入っている物品リストを作成済み。

· ２階の作業指導室１に棚が設置され次第、デイナイトケアのプログラムで使用する用品はその棚に収納する予定。

＜ミニ勉強会＞

～職場のケアで感じる「孤独」「むなしさ」の背後にある心理と対処のしかた～

（孤独感の現状とデータ）

· 職場で「自分だけが浮いている」「誰も自分をわかってくれない」と感じることがあるか？

→「たまにある」と答える方が半数を占めている。

· 職場で感じる「孤立」「むなしさ」への対処法は？

→半数以上が「誰かに相談する」と回答。

何を相手に期待して相談するかにより、相談相手が変わる。

（相談相手は、職場と答える方が半数以上）

（初めは何もしないで自然と忘れるのを待つが、最終的に誰かに話を聞いてもらう方もいる）

（背後にある心理）

・自分の中だけで気持ちを処理するのは限度があり、その限度を超えてしまったばかりに、職場の方や患者様についきつくあたってしまうことがあるかもしれない。
　　・職場で「孤立」「むなしさ」感じた場合、誰かに相談するというよりむしろ「気持ち」「愚痴」を聞いて欲しいという本音がある。多くの方が自分の心のわだかまり・不安を口に出すことで気持ちが楽になるという経験を持っているのではないか。

　（対処法として）

· 相手の声に耳を傾け、相手の言葉を繰り返したり、相手の言う事を言い換えたりして、相手の気持ちを汲んで言葉にする聞き方（能動的な聞き方）を身に付ける。

· 「どうしてわかってくれないのか」と周囲や相手をせめる前に、自分の気持ちを整理して、素直に自分の気持ちを伝えるようにする。
· 悩んでいる人の話を聞く時には「能動的な聞き方」を心がけ、一方的に自分の意見や考えを伝えないよう気をつける。









